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１．はじめに 
このたびは、外部コントローラ ＡＤ－８９２２をお買い求めいただきありがとうございます。 

外部コントローラを理解し、十分に活用していただくため使用前に本書をよくお読みください。 

 

  1-1 概要 
ＡＤ－８９２２は、Ａ＆Ｄ製計量機器（電子天びん・台秤）とＲＳ－２３２Ｃで接続して使用しま

す。 

□ 計量機器より送信された計量データを表示することができます。 

□ ＡＤ－８９２２のキーにより、計量機器の遠隔操作が可能です。（※１） 

□ 受信したデータは、ＲＳ－２３２Ｃで出力できますので、ＡＤ－８９２２にパソコンやプリンタなどを接

続することができます。 

□ スタンドを外し本体をパネルマウントすることができます。 

□ ＢＣＤ出力、コンパレータ出力、カレントループ入力、アナログ出力の各種オプションが使用できます。詳

しくは、「８．オプション」以降を参照してください。 

※１ 計量機器の内部設定や外部キャリブレーションなど、複雑な操作はできません。 

 また、接続する計量機器によって操作できる範囲が異なります。（「1-2 適合機種」の「表－２

」参照） 

 

  1-2 適合機種 
接続相手となる計量機器によって、外部コントローラとして使用可能（計量値表示と計量機器操

作が可能）なものと外部表示器として使用可能（計量値表示のみ可能）なものがあります。 

また、接続する機器によって使用可能な操作が異なります。（「表－２」参照） 

接続する機器に合わせて、ＡＤ－８９２２の内部設定のコマンドセットを設定してください。 

 

表－１  適合機種と必要なもの 

計量機器との接続に必要なもの 外部機器と接続する場合に必要となるケーブル 

適合機種 計量機器側の 

オプション 

通信ケーブル※ 

（長さ約2m） 

パソコンと接続する 

場合 

コンパクトプリンタ 

AD-8121Bと接続する場合

GX,GF,GX-K,GF-K,GP,FP, 

AD-4212,GR,HR 
不要(D-sub 25ピン) AX-KO1710-200 

EK-i,EW-i,FC-i,FC-Si,

GH,HR-i 
不要(D-sub 9ピン) AX-KO2466-200 

EK-G,EK-H,ET-W,EW-G OP-03 (D-sub 25ピン) AX-KO1710-200 

HV-G,HV-WP,HW-G,HW-WP 不要(Din 7ピン) AX-KO1786-200 

FG OP-03 (Din 7ピン) AX-KO1786-200 

FS,FS-KL OP-03 (Din 8ピン) AX-KO1786-200 

FG-L,FG-M OP-23 (Din 8ピン) AX-KO1786-200 

 

 

 

 

AX-KO1786-200 

 

 

 

 

AX-KO462-200 

※ 計量機器との接続ケーブルは、ＡＤ－８９２２注文時に指定することもできます。 

特に指定しなかった場合は、ＡＸ－ＫＯ１７１０－２００（Ｄ-ｓｕｂ ２５ピン － Ｄ-ｓｕｂ ９ピン）

相当品が付属されています。 
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表－２  適合機種とキーを押したときの動作 

ＡＤ－８９２２のキー 

適合機種 
ON:OFF CAL SAMPLE PRINT MODE RE-ZERO 

ｺﾏﾝﾄﾞｾｯﾄ 

(AD-8922の

内部設定) 

GX,GX-K,GP,GH,ET-W C5et 1 

GR 

内蔵分銅でキ

ャリブレーシ

ョンを行う C5et 2 

GF,GF-K,EK-H,AD-4212,HR, 

HR-i 

計量機器の

表示オン／

オフを切り

替える 
－ 

最小表示

を切り替

える 

注１） 
C5et 3 

EK-i,EW-i － － － 

表示単位を

切り替える 

注３） 

表示をゼロ

にする 

C5et 4 

EK-G,EW-G,FC-i,FC-Si,FG,

FG-L,FG-M,FP,FS,FS-KL, 

HV-G,HV-WP,HW-G,HW-WP 

－ － － 

外部機器に

受信データ

を出力する

注２） 

－ － C5et 0 

※ “－”表示の欄は機能がありません。 

注１） 個数モード、％モードを除きます。ET-Wは最小表示を切替えることはできません。 

注２） AD-8922が「キーモード」（内部設定“out1”または“out2”）の場合の動作です。 

注３） ET-W,AD-4212を除きます。 
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２．製品構成（各部の説明） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※  通信ケーブルは、注文時の指定により,以下のケーブルが付属している場合があります。 

・D-sub 9 ピン － D-sub 9 ピン（AX-KO2466-200） 

・Din 7 ピン － D-sub 9 ピン（AX-KO1786-200） 

指定のない場合は、 

・D-sub 25 ピン － D-sub 9 ピン（AX-KO1710-200）が付属しています。 
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  2-1 表示部 
 

 

 

 

 

 

・ 受信した計量データと単位（モード）を表示します。単位（モード）によっては計量機器の表示と

異なる場合があります。 
・ 計量値が安定（※２）であれば、安定マークを点灯します。 

   ※２  受信した計量データのヘッダが“ＳＴ”、“ＱＴ”、“ＷＴ”の場合 
・ 受信データに比較結果が付加されていた場合、コンパレータ表示を点灯します。 

適合機種：ＧＸ－Ｋ、ＧＦ－Ｋ、ＧＰ、ＡＤ－４２１２（内部設定“Cp-r”） 
・ 計量データを２秒以上受信しない場合、表示は ----- （バー表示）になりますが、ＡＤ－８９

２２の内部設定を変更することにより、次の計量データを受信するまで前回の計量値を保持する

（ホールド表示）ことも可能です。ホールド表示中は「ホールドマーク」が点灯します。 

注１）補助表示付きの特定計量器と接続する場合 

・ AD-8922には、補助表示を示す識別マーク（「 」等）は表示されません。 

・ 計量機器（※３）によっては補助表示の計量値は表示されません。 

※３  GX-R、EK-HR、ET-WR等 

注２）８桁表示の時は、最上位桁の数値（８桁目）は左上のセグメントで表示されます。 

        （例）“１０１．０００００ｇ”の場合   ⇒  

 

  2-2 キースイッチ部 
・ 計量機器を操作するスイッチです。計量機器によって、使用できるキーが異なります。「1-2 適

合機種」の「表－２」を参照してください。また、計量機器に合わせて、内部設定にコマンドセ

ット“C5et”を設定してください。 

・ ON:OFF キーを押しながら CAL キーを押すとＡＤ－８９２２の内部設定に入ります。（「４．内

部設定」参照） 

計量機器にも個々に内部設定がありますが、ＡＤ－８９２２では計量機器の内部設定は変更でき

ません。 

 

  2-3 コネクタ 
・計量機器接続コネクタ（ＢＡＬＡＮＣＥ／ＳＣＡＬＥ）・・・Ｄ-ｓｕｂ ９ピン〔オス〕 

計量機器との接続に使用します。接続するケーブルは計量機器によって異なりますので、計量機

器の取扱説明書をご覧ください。 

・外部機器接続コネクタ（ＰＣ／ＰＲＩＮＴＥＲ）・・・Ｄｉｎ ８ピン〔メス〕 

パソコンやプリンタ（ＡＤ－８１２１Ｂ）等、外部機器との接続に使用します。接続するケーブ

ルは接続機器によって異なりますので、機器の取扱説明書をご覧ください。 
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３．接続 

  3-1 計量機器およびＡＤ－８９２２の設定 
① 下記設定項目の設定を、計量機器とＡＤ－８９２２が同じになる様に設定してください。 

設定項目 計量機器 ＡＤ－８９２２ 

ボーレート 600, 1200, 2400*, 4800, 9600, 19200 bps 

データビットパリティ 7 ビット EVEN*、7 ビット ODD、8 ビット NONE 

ストップビット 1 ビット*または 2ビット 

ターミネータ <CR>または<CR><LF>* 

データフォーマット Ａ＆Ｄ標準フォーマット － 

通信制御 RTS/CTS 制御しない － 

データ出力モード ストリームモード ※ － 

 * ＡＤ－８９２２の出荷時設定（通常、Ａ＆Ｄ計量機器の出荷時設定も同一です。） 

 ※ 外部機器と接続する場合、使用方法に合わせて変更できます。 

② 接続する計量機器に合わせ、内部設定のコマンドセット“C5et”を設定してください。      

（「表－２」参照） 

注）・機器によっては、設定項目がない場合があります。（設定が固定の場合） 

具体的な設定方法は、計量機器の取扱説明書を参照してください。 

・パソコン、プリンタなどの外部機器と接続する場合、使用方法に合わせ出力モード“out”

や受信タイムアウト“Hold”および計量機器のデータ出力モードを設定してください。   

（「3-5 ＡＤ－８９２２の応用例」の「表―３」を参照してください。） 

 

  3-2 ケーブルの接続 
ＡＤ－８９２２の計量機器接続コネクタ

に計量器を接続します。接続に必要なケー

ブルは「1-2 適合機種」の「表－１」を参

照してください。 

パソコンやプリンタ等、外部機器も接続す

る場合は、ＡＤ－８９２２の外部機器接続

コネクタに接続してください。（ケーブル

は別売品で用意されています。） 
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  3-3 電源の投入 
ＡＤ－８９２２背面のＡＣアダプタ入力ジャックにＡＣアダ

プタを差し込み、もう一方のプラグをコンセントに差し込ん

でください。 

 

 

 

 

 

 

  3-4 操作 
・ 接続した計量器の表示が、ＡＤ－８９２２にも表示されます。 

・ ＡＤ－８９２２のキーを操作することにより、計量器をコントロールすることができます。 

計量機器によって、動作が異なりますので、詳しくは「1-2 適合機種」の「表－２」を参照してく

ださい。 

 

  3-5 ＡＤ－８９２２の応用例 
□ 外部機器としてパソコンを接続し、エー・アンド・デイ製のデータ通信ソフトウエア「Ｗｉｎ

ＣＴ」で計量データを採取することも可能です。 
 
□ 誤って計量機器が操作されないように、ＡＤ－８９２２のキーの機能を無効にすることも可能

です。（内部設定“C5et 0”） 
 

□ 計量データを２秒以上受信しない場合、表示は-----（バー表示）になりますが、ＡＤ－８９２

２の内部設定を変更することにより、次の計量データを受信するまで前回の計量値の表示を保持

することも可能です。（内部設定“Hold 1”） 
 

□ 計量機器や外部機器の具体的な設定については、各機器の取扱説明書で確認してください。 
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表―３  ＡＤ－８９２２の使用例 
使用例 計量機器の設定 AD-8922 の設定 外部機器の設定 

 
ス ル ー

モード 

 

“out 0”

 

受信した計量データは、全

てを外部機器に送信 

【AD-8121B の場合】 

MODE2 

（AD-8121B の DATA キーや内

蔵タイマで印字） 

 
キーモー

ド１ 

 
 
“out 1”

AD-8922 の PRINT キーを

押した時、直前に受信した

計量データを安定/非安定

に関わらず外部機器に送

信 

 
 
 
 
ストリームモー

ド（計量データ

を連続して出

力） 

 
キーモー

ド２ 

 

“out 2”

AD-8922 の PRINT キーを

押した時、直前に受信した

計量データが安定であれ

ば外部機器に送信 

 

 

 

【AD-8121B の場合】 

MODE1 

（AD-8121B の DATA キーで印

字） 

 

 

 

 

 

 

離れた場所

にある計量

機器の計量

値 を 、

AD-8922 で

モニタする 

キーモードまたは

オートプリントモ

ード（手動または

計量値確定時に自

動出力） 

 
ス ル ー

モード 

 

“out 0”

 

受信した計量データは、全

て外部機器に送信 

【AD-8121B の場合】 

MODE1 

（計量機器のデータ出力で印

字） 

計量機器を

システムに

組み込んで

使用する場

合 に 、

AD-8922 で

計量値をモ

ニタする 

 

コマンドモード 

注） 

（データ要求コ

マンドで計量デ

ータを出力） 

 

 

 

ス ル ー

モード 

 

 

 

 

“out 0”

 

 

 

受信した計量データは、全

て外部機器に送信 

 

 

 

【パソコンや PLC など】 

制御プログラム必要 

注）常にコマンドが有効な計量機器の場合は、コマンドモードがないものもあります。 
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４．内部設定 
内部設定は、ＡＤ－８９２２の動作方法を指定する機能です。設定値は、ＡＣアダプタを抜いても

記憶されています。 

内部設定のメニュー構造は、下図の例のように分類項目と設定項目の２層からなり、各設定項目に

は一つの設定値が登録されています。各設定項目を SAMPLE キーで選択し、設定値を変更する作

業を RE-ZERO キーで行い、最後に PRINT キーを押すと設定値が登録され、その設定が有効にな

ります。 

 

設定例とメニュー構造  「ボーレート」を「９６００ｂｐｓ」に設定し、 
 「ビットパリティ」を「８ビット ＮＯＮＥ」に設定する例。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注意 設定と使用条件（使用環境）によっては正しく動作しない場合がありますので、変更内容を確

かめて変更してください。 

 

 4-1 内部設定の表示と操作キー 
  

「〇」マークは現在有効になっている設定値に表示されます。 
 

 
分類項目または、設定項目を選択します。 

  
設定値を変更します。 
 

 
分類項目から設定項目に入ります。 
設定値を登録し、次の分類項目に進みます。 

 
設定項目を表示中は、設定をキャンセルし次の分類項目に進みます。 
分類項目を表示中は、内部設定を終了し、計量表示になります。 
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  4-2 項目一覧 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ ４ 「1-2 適合機種」の「表－２」を参照して、計量機器に合わせて設定してください。 

※ ５  EK-G、EW-G、FC-i、FC-Si、FG、FP、FS、FS-KL、HV-G、HV-WP、HW-G、HW-WP 
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※６  ソフトウェアバージョン１.１０では、設定値“0”がマイナス時オン、設定値“1”がプラ

ス、ゼロ時オンとなります。 

 ソフトウェアバージョンは、内部設定に入る時に、 px.xx と約１秒間表示されます。 
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  4-3 初期化 
ＡＤ－８９２２の内部設定を工場出荷時の値に戻す機能です。 

 

① 電源を入れます。バー表示、または計量表示になります。 

 

 

 

 

② ON:OFFキーを押しながら、PRINTキーを押し Clr 表示にします。 

 

 

 

 

③ PRINTキーを押します。（キャンセルする場合はCALキーを押します。） 

 

 

 

④ RE-ZEROキーを押し“go”を選択します。 

 

 

⑤ PRINTキーを押して初期化を実行します。 

   実行後、バー表示または計量表示になります。 
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５．故障と思われる場合の対処 
 

状態 対処法 

“error 10” 

と表示される 

AD-8922と計量機器の通信設定が合っていません。ボーレート、パリ

ティの設定を確認してください。 

“error 11” 

と表示される 

計量機器のデータ出力フォーマットが違います。Ａ＆Ｄ標準フォー

マットにしてください。また、計量値以外のデータを出力していな

いか確認してください。 

バー表示のままで計量

値が表示されない 

・ 計量機器はストリームモードですか？ 

ストリームモード以外のときは、データが送られてきた時だけ表

示します。AD-8922をホールド表示（内部設定“Hold1”）にする

と、次のデータが来るまで、前回の計量値を表示します。 

・ 通信設定（ボーレート、パリティ、ターミネータ）は合っていま

すか？ 

・ 通信ケーブルは合っていますか？ 

表示がちらついている ノイズによる影響が予想される場合、本体背面のアース端子を利用

して接地してください。 

 

 

６．仕様 
 

電源 ：ＡＣアダプタ［ＴＢ１０９：ＡＣ１００Ｖ（＋１０％、－１５％）５０Ｈｚ／６０Ｈｚ］ 

消費電力 ：約１１ＶＡ（ＡＣアダプタ含む、ＡＤ－８９２２本体・約１．５ＶＡ） 

信号形式 ：ＲＳ－２３２Ｃ 

ボーレート ：６００，１２００，２４００，４８００，９６００，１９２００ｂｐｓ 

表示書換 ：約１０回／秒（２４００ｂｐｓ以上の時） 

通信コネクタ ：Ｄ-ｓｕｂ ９ピン〔オス〕（計量機器との接続用）、Ｄｉｎ ８ピン〔メス〕（外部機器との

接続用） 

外形寸法 ：２３８（Ｗ）×１３２（Ｄ）×１７０（Ｈ）ｍｍ 

自重 ：約１．０ｋｇ 

標準付属品 ：ＡＣアダプタ（ＴＢ１０９）、ＲＳ－２３２Ｃケーブル（約２ｍ） 
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７．ＲＳ－２３２Ｃインタフェース 

  7-1 インタフェースの仕様 

ＲＳ－２３２Ｃ 
伝送方式  ＥＩＡ ＲＳ－２３２Ｃ 
伝送形式  調歩同期式（非同期）、双方向、半二重伝送 
信号形式  ボーレート  ６００、１２００、２４００、４８００、９６００、１９２００ｂｐｓ 
 データビット  ７ビット または ８ビット 
 パリティ  ＥＶＥＮ、ＯＤＤ（データ長 ７ビット） 
  ＮＯＮＥ    （データ長 ８ビット） 
 ストップビット １ビット  または  ２ビット 
 使用コード ＡＳＣＩＩ 
 ターミネータ ＜ＣＲ＞または＜ＣＲ＞＜ＬＦ＞ 

 

 

 

 

 

回路 
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計量機器との接続                                パソコンやプリンタ等外部機器との接続 

Ｄ-ｓｕｂ ９ピン                                Ｄｉｎ ８ピン 
ピンＮｏ. 信号名 方向 意味  ピンＮｏ. 信号名 方向 意味 

１ － － Ｎ．Ｃ．  １ ＦＧ － ﾌﾚｰﾑｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ 
２ ＲＸＤ 入 受信データ  ２ ＲＸＤ 入 受信データ 
３ ＴＸＤ 出 送信データ  ３ ＴＸＤ 出 送信データ 
４ － － Ｎ．Ｃ．  ４ ＲＴＳ 入 送信要求 
５ ＳＧ － ｼｸﾞﾅﾙｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ  ５ ＳＧ － ｼｸﾞﾅﾙｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ

６ ＤＳＲ 入 ﾃﾞｰﾀｾｯﾄﾚﾃﾞｨ  ６ ＣＴＳ 出 送信許可 
７ ＲＴＳ 出 送信要求  ７ ＤＳＲ 出 ﾃﾞｰﾀｾｯﾄﾚﾃﾞｨ 
８ ＣＴＳ 入 送信許可  ８ － － Ｎ．Ｃ． 
９ － － Ｎ．Ｃ．  

 （本機をＤＴＥとして書いています。計量機器等

のＤＣＥ機器とはストレートケーブルで接続

します。） 
 

（信号名はＴＸＤ、ＲＸＤ以外は、パソコン等

ＤＴＥ機器側の名称です。） 

 

  付録：外形寸法図 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

単位：ｍｍ 
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８．オプション 
ＡＤ－８９２２は以下のオプション（別売品）を用意しています。 

各オプションの詳細については、後述の各オプションのページをご覧ください。 

 

□ ＡＤ－８９２２－０１ ＢＣＤ出力 

  計量機器からＲＳ－２３２Ｃで受信した計量値をＢＣＤ出力します。 

 

□ ＡＤ－８９２２－０４ コンパレータ出力 

計量機器からＲＳ－２３２Ｃで受信した計量値と上・下限値とを比較して、結果を接点出力し

ます。 

 

□ ＡＤ－８９２２－０５ カレントループ入力 

計量機器からのカレントループ出力を受信して、計量値を表示します。 

受信した計量データはＲＳ－２３２Ｃで出力することができます。 

 

□ ＡＤ－８９２２－０６ アナログ出力 

  計量機器からＲＳ－２３２Ｃで受信した計量値の指定桁を電圧に変換して出力します。 

 

 

  8-1 ＡＤ－８９２２本体のソフトウェアバージョンの確認 
オプションを装着する前に、ＡＤ－８９２２本体のバージョンを確認してください。 

各オプションはバージョン１．１０以降で使用できます。 

バージョンが１．００の場合は、弊社までお問い合わせください。 

ＡＤ－８９２２のバージョンは、内部設定に入る時、 px.xx と約１秒間表示されます。 
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  8-2 オプションの装着方法 
装着方法は全てのオプション共通です。 

①  ＡＣアダプタを抜きます。 

 

 

 

 

 

 

 

②  ネジ２本を外し、標準で装着されているＲＳ－２３２Ｃ   

ボードを後方へ抜き取ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

③  オプションボードを、左右のガイドに合せて挿入します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④  ②で取り外したネジ２本で、オプションボードを固定します。 
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９．ＢＣＤ出力（ＡＤ－８９２２－０１） 
計量機器から受信した計量値をＢＣＤ出力します。 

計量値のＢＣＤデータの他に、極性（＋／－）、安定／非安定、オーバ（アンダー）の状態も出力

します。ストローブ信号により、確定データの取り込みが容易です。また、ＢＵＳＹ入力によりデ

ータをホールドしたり、取り込み中のデータ書き替えを防ぐことができます。 

計量データ、ステータス、ストローブ信号の論理は、内部設定により個々に切り替えが可能です。 

※ ＡＤ－８９２２－０１を装着することにより、外部機器と接続するためのＲＳ－２３２Ｃは使

用できなくなりますのでご注意ください。 

 

  9-1 ＢＣＤ出力（ＡＤ－８９２２－０１）の仕様 

付属品  
ＢＣＤ出力部適合プラグ（１個）............. 

本取扱説明書（１冊） 

計量機器接続用通信ケーブル（長さ約２ｍ・１本） 

  Ｄ-ｓｕｂ ２５ピン － Ｄｉｎ ７ピン（ＡＸ－ＫＯ５７７Ａ－２００）※ 

※ 注文時の指定により、変更されている場合があります。 

・Ｄ-ｓｕｂ ９ピン － Ｄｉｎ ７ピン（ＡＸ－ＫＯ１７８６－２００） 

・Ｄｉｎ ７ピン － Ｄｉｎ ７ピン（ＡＸ－ＫＯ５０７－Ｗ２００） 

※ＢＣＤ出力を使用する際は、ＡＤ－８９２２本体に付属している通信ケーブルは使用しません。 

外観図 
 

 

 

 

 

 

 

ＢＣＤ出力部（ＢＣＤ－ＯＵＴ） 
 

 

 

 

適合プラグ（付属） 
部品名称 製品番号 メーカ 

オーバーモールドカバー ＤＸ３０Ｍ－５０－ＣＶ 
プラグユニット（半田付けタイプ） ＤＸ４０Ｍ－５０Ｐ 

ヒロセ 

   ※都合により、同等品に変更する場合があります。 
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適合ケーブル 
導体サイズ ＡＷＧ＃２８ 
導体構成 ７／０．１２７ 
絶縁体外形 ０．５８ 

 

ピン配置および入出力論理 
出力ピン配置 入力ピン配置 

ピン No. 信号名 ピン No. 信号名 
２６ １ ７ ＢＵＳＹ 
２７ ２ ３ 入力信号用ＧＮＤ 
２８ ４ 
２９ ８ 

 
１００ 

３９ １ 
４０ ２ 
４１ ４ 
４２ ８ 

 
１０１ 

１２ １ 
１３ ２ 
１４ ４ 
１５ ８ 

 
１０２ 

・ 指定のないピンは無接続。 
・ 全ての出力はオープンコレクタ、耐圧３０Ｖ、

プルアップ抵抗なし。最大シンク電流４８ｍＡ
・ 全ての入力は、無電圧接点、またはオープン

コレクタにて動作可能（内部で５Ｖに接続）。
・ データ、状態、ストローブの出力論理は内部

設定 bcdにより個々に切替可能。 
 
 
入出力論理 

１６ １ 出力論理 出荷時設定 
１７ ２ データ １の時 オン
１８ ４ 極性 プラスまたはゼロ表示の時 オン
１９ ８ 

 
１０３ 

安定 安定マーク点灯時 オン
２０ １ ＯＶＥＲ Ｅ，－Ｅ時 オン
２１ ２ 
２２ ４ 

 

２３ ８ 

 
１０４ 

入力論理  
４６ １ 
４７ ２ ＢＵＳＹ

オン（入力信号用ＧＮＤとショー
ト）の期間、データ保持 

４８ ４ 
４９ ８ 

 
１０５ 

２４ １ 
２５ ２ 
３０ ４ 
３１ ８ 

 
１０６ 

３２ １ 
３３ ２ 
３４ ４ 
３５ ８ 

 
１０７ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

データ 

５０ 極性 
４５ 安定 
４４ ＯＶＥＲ 

 
状態 

４３ ストローブ 
１ 出力信号用ＧＮＤ 
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出力例 
 

ピン No. 出力 信号名 
２６ １ １ 
２７ ０ ２ 
２８ ０ ４ 
２９ １ ８ 

 
１００ 

３９ １ １ 
４０ １ ２ 
４１ １ ４ 
４２ ０ ８ 

 
１０１ 

１２ １ １ 
１３ ０ ２ 
１４ １ ４ 
１５ ０ ８ 

 
１０２ 

１６ １ １ 
１７ １ ２ 
１８ ０ ４ 
１９ ０ ８ 

 
１０３ 

２０ １ １ 
２１ ０ ２ 
２２ ０ ４ 
２３ ０ ８ 

 
１０４ 

４６ ０ １ 
４７ ０ ２ 
４８ ０ ４ 
４９ ０ ８ 

 
１０５ 

２４ ０ １ 
２５ ０ ２ 
３０ ０ ４ 
３１ ０ ８ 

 
１０６ 

３２ ０ １ 
３３ ０ ２ 
３４ ０ ４ 
３５ ０ ８ 

 
１０７ 

５０ １ 極性 
４５ １ 安定 

 
 表示 
 
 
 
 
 
 
 BCD 出力 

出力論理が出荷時設定の場合です。小数点の

情報は出力されません。 

４４ ０ ＯＶＥＲ 
                                                        ０：オフ 
                                                        １：オン 

入出力タイミング 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＢＵＳＹ入力のＯＮは、入力信号用ＧＮＤ（３ピン）とショートした状態です。 

Ｔｓｔｒ（ストローブパルス幅）は、約１０ｍｓです。（出荷時設定） 

内部設定 5trt で約２０ｍｓ、約５０ｍｓに変更することが可能です。 
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ＲＳ－２３２Ｃ部（BALANCE／SCALE） 
伝送方式  ＥＩＡ ＲＳ－２３２Ｃ 
伝送形式  調歩同期式（非同期）、双方向、半二重伝送 
信号形式  ボーレート  ６００、１２００、２４００、４８００、９６００、１９２００ｂｐｓ 
 データビット  ７ビット または ８ビット 
 パリティ  ＥＶＥＮ、ＯＤＤ（データ長 ７ビット） 
  ＮＯＮＥ    （データ長 ８ビット） 
 ストップビット １ビット  または  ２ビット 
 使用コード ＡＳＣＩＩ 
 ターミネータ ＜ＣＲ＞または＜ＣＲ＞＜ＬＦ＞ 

 

 

 

 
回路 

Ｄｉｎ ８ピン 

                                             ピン配置（BALANCE／SCALE） 
ピンＮｏ. 信号名 方向 意味 

１ － － － 
２ ＴＸＤ 出 送信データ 
３ ＲＸＤ 入 受信データ 
４ － － － 
５ ＳＧ － ｼｸﾞﾅﾙｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ

６ － － － 
７ － － － 
８ － － － 
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１０．コンパレータ出力（ＡＤ－８９２２－０４） 
計量値と上・下限値を比較して、結果を接点出力することができます。 

接点出力は HI 、 OK 、 LO の３本があります。 

比較結果により、専用ブザーの鳴動を選択できます。 

なお、上・下限値はＡＤ－８９２２の内部設定により入力します。 

注） ＡＤ－８９２２－０４を装着することにより、外部機器と接続するためのＲＳ－２３２Ｃの

ピン配置（Ｄｉｎ ８ピン）が変わりますので注意してください。 

 

  10-1 コンパレータ出力（ＡＤ－８９２２－０４）の仕様 

付属品  
Ｄｉｎコネクタ（プラグ）（１個）.............. 

本取扱説明書（１冊） 

 

外観図 
 

 

 

 

 

 

コンパレータ出力部（ＣＯＭＰ．ＯＵＴ） 
最大接点電圧 ＤＣ１００Ｖ 

最大接点電流 ＤＣ１００ｍＡ 

最大接点抵抗 ２０Ω 

コンパレータ出力の判定条件［（上限値）≧（下限値）のとき］ 

（計量値）＞（上限値）のとき --------------------------- ＨＩのコンパレータ出力をショートします。 

（上限値）≧（計量値）≧（下限値）のとき --------- ＯＫのコンパレータ出力をショートします。 

（計量値）＜（下限値）のとき --------------------------- ＬＯのコンパレータ出力をショートします。 

 

基準値の設定  ＡＤ－８９２２本体の上限値、下限値をデジタル入力。 

接点出力  ＡＤ－８９２２本体の内部設定 Cpにて比較の有無を選択。 

ブザー  ＡＤ－８９２２本体の内部設定 bep にて鳴動の有無を選択。 

 

ＲＳ－２３２Ｃ部 
伝送方式  ＥＩＡ ＲＳ－２３２Ｃ 
伝送形式  調歩同期式（非同期）、双方向、半二重伝送 
信号形式  ボーレート  ６００、１２００、２４００、４８００、９６００、１９２００ｂｐｓ 
 データビット  ７ビット または ８ビット 
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 パリティ  ＥＶＥＮ、ＯＤＤ（データ長 ７ビット） 
  ＮＯＮＥ    （データ長 ８ビット） 
 ストップビット １ビット  または  ２ビット 
 使用コード ＡＳＣＩＩ 
 ターミネータ ＜ＣＲ＞または＜ＣＲ＞＜ＬＦ＞ 

 

 

 

 

 

 

回路 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

計量機器との接続                                外部機器との接続 

Ｄ-ｓｕｂ ９ピン（BALANCE/SCALE）           Ｄｉｎ ８ピン（COMP.OUT） 
ピンＮｏ. 信号名 方向 意味  ピンＮｏ. 信号名 意味 

１ － － Ｎ．Ｃ．  １ ＨＩ ＨＩ接点出力 
２ ＲＸＤ 入 受信データ  ２ ＣＯＭ ＣＯＭ接点出力 
３ ＴＸＤ 出 送信データ  ３ ＴＸＤ 送信データ（RS-232C 出力）

４ － － Ｎ．Ｃ．  ４ ＬＯ ＬＯ接点出力 

５ ＳＧ － ｼｸﾞﾅﾙｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ  ５ ＳＧ シグナルグラウンド 

６ ＤＳＲ 入 ﾃﾞｰﾀｾｯﾄﾚﾃﾞｨ  ６ ＯＫ ＯＫ接点出力 

７ ＲＴＳ 出 送信要求  ７ ＤＳＲ ﾃﾞｰﾀｾｯﾄﾚﾃﾞｨ（RS-232C出力）

８ － － Ｎ．Ｃ．  ８ ＲＸＤ 受信データ（RS-232C入力） 

９ － － Ｎ．Ｃ．  
（本機をＤＴＥとして書いています。計量機器等

のＤＣＥ機器とはストレートケーブルで接続

します。） 
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  10-2 使用方法 
コンパレータ出力を使用するためには次の４ステップを行う必要があります。 

① ＡＤ－８９２２－０４のＤｉｎコネクタに周辺機器を接続してください。 

② ＡＤ－８９２２の内部設定 Cp fnc を設定してください。 

 （設定方法については「４．内部設定」を参照してください） 

③ 上限値、下限値を設定してください。 

 （設定方法については次の「10-3 上・下限値の設定方法」を参照してください） 

④ 計量データを受信すると比較結果を出力します。 

“ＯＫ”の場合は、計量値が上限値以下かつ下限値以上のとき、コ

ンパレータ出力がショートとなります。 

 
コンパレータ出力 ＬＯ ＯＫ ＨＩ 
(上限値)＜(計量値) ｵｰﾌﾟﾝ ｵｰﾌﾟﾝ ｼｮｰﾄ 

(下限値)≦(計量値)≦(上限値) ｵｰﾌﾟﾝ ｼｮｰﾄ ｵｰﾌﾟﾝ 
(計量値)＜(下限値) ｼｮｰﾄ ｵｰﾌﾟﾝ ｵｰﾌﾟﾝ 

ブザーは接点出力が「ショート」したとき内部設定 Cp fnc内の bepの設定で鳴動可能です。 
 
 注意 上限値の設定は下限値の値以上にしてください。 

 

内部設定 
ＡＤ－８９２２の内部設定 Cp funcは、ＡＤ－８９２２－０４が接続されている時、選択できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ ゼロ付近とは、最小表示の±１０デジット以内のことです。 
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  10-3 上・下限値の設定方法 
□ 上限値および下限値を、最大１０セット記憶できます。 

□ 記憶した上限値・下限値を読み出すことにより、そのつど登録せずに比較できます。 

  また、読み出しは ON:OFF キー＋MODE キーで行えます。 

（１）上・下限値データの登録 
新しくコンパレータの上限値・下限値を登録（記憶）する場合は、まず変更したい上限値・下限値

データ（“C01”～“C10”）を読み出します。そして、読み出した上限値・下限値を変更し、登録

します。 

① ON:OFF キーを押しながら RE-ZERO キーを押して、「確認モード」に入ります。 

 上限値データ（コンパレータナンバと上限値質量（点滅表示））が読み出されます。 

表示されるのは、最後に選択したコンパレータナンバの上限値です。 

  表示例 

 

 

 

② 次のキー操作でコンパレータナンバを選択してください。（“C01”から“C10”まで変更が可

能です） 

RE-ZERO キー ..........コンパレータナンバを＋１します。 

MODE キー................コンパレータナンバを－１します。 

 上記のキー操作により、C01 HI ⇔ C01 LO ⇔ C02 HI ⇔ C02 LO ⇔…のように、上限

値（HI）と下限値（LO）が交互に切り替わります。 

③ SAMPLE キーを押すと「登録モード」に移行して、現在表示している登録値を変更できます。 

登録モード 

SAMPLE キー......................... 点滅する桁を移動します。 

RE-ZERO キー ....................... 点滅する桁の値を変更します。 

MODE キー ............................ 小数点の桁を右へ１桁移動

します。 

ON:OFF キー＋MODE キー ... 極性を変更します。 

PRINT キー ............................ 登録し、手順②に戻ります。 

CAL キー ................................ キャンセルし、手順②に戻り

ます。 

 

 

④ CAL キーを押すと計量表示に戻ります。  
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（２）上・下限値データの読み出し 
登録されている上・下限値をすぐに読み出せ、使用できます。 

 

① ON:OFF キーを押しながら MODE キーを押して、「選択モード」に入ります。 

② 選択モードに入ると、コンパレータナンバと上限値（点滅表示）が表示されます。 

表示されるのは、最後に選択した設定値です。 

③ 次のキー操作でコンパレータナンバを選択してください。（“C01”から“C10”まで変更が可

能です） 

RE-ZERO キー ............コンパレータナンバを＋１します。 

MODE キー .................コンパレータナンバを－１します。 

上記のキー操作により、C01 HI ⇔ C01 LO ⇔ C02 HI ⇔ C02 LO ⇔…のように、上限

値（HI）と下限値（LO）が交互に切り替わります。 

ただし、登録されていないコンパレータナンバは表示されません。 

④  使用したい設定値（右図の例では“C08”の設定値）の時に

PRINT キーを押すと、その設定値に決定して計量表示になり

ます。 

“C08”のコンパレータ上・下限値を使用して比較ができます。 

 

 

注意 何も操作されないと自動的に表示している設定値に決定され、計量表示になります。 

 CAL キーを押すと何も決定せず、計量表示に戻ります。 
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１１．カレントループ入力（ＡＤ－８９２２－０５） 
計量機器からのカレントループ出力を受信することができます。受信した計量データは、ＲＳ－２

３２Ｃでパソコン・プリンタ等の外部機器に出力することができます。ただし、ＡＤ－８９２２の

キー操作で計量機器を操作することはできません。 

注）ＡＤ－８９２２－０５を装着することにより、外部機器と接続するためのＲＳ－２３２Ｃ部の

仕様が変わります。 

 

  11-1 カレントループ入力（ＡＤ－８９２２－０５）の仕様 

付属品 
本取扱説明書（１冊） 

計量機器接続用通信ケーブル（ＡＸ－ＫＯ１７８６－２００、長さ約２ｍ） 

  Ｄｉｎ ７ピン〔オス〕－ Ｄ-ｓｕｂ ９ピン〔メス〕 

注）カレントループ入力オプションを使用する際は、ＡＤ－８９２２本体に付属の通信ケーブルは

使用しません。 

外観図 
 

 

 

 

 

 

 

カレントループ入力部／ＰＣ／ＰＲＩＮＴＥＲ 出力部 
伝送方式 入力部  ２０ｍＡカレントループ（Ａｃｔｉｖｅ）  Ｄ-ｓｕｂ ９ピン（Current loop） 

 出力部  ＥＩＡ ＲＳ－２３２Ｃ  Ｄｉｎ ８ピン（PC/PRINTER）  
伝送形式 調歩同期式（非同期）、片方向 
信号形式 ボーレート  ６００、１２００、２４００、４８００、９６００、１９２００ｂｐｓ 
 データビット  ７ビット または ８ビット 
 パリティ  ＥＶＥＮ、ＯＤＤ（データ長 ７ビット） 
  ＮＯＮＥ    （データ長 ８ビット） 
 ストップビット １ビット  または  ２ビット 
 使用コード ＡＳＣＩＩ 

 

 

 

 

 
 

注意  ボーレート４８００ｂｐｓ以上では正しく通信できない場合があります。 
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回路 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

計量機器との接続                          パソコンやプリンタ等の外部機器との接続 

Ｄ-ｓｕｂ ９ピン（Current Loop）           Ｄｉｎ ８ピン（PC/PRINTER） 
ピンＮｏ. 信号名 意味  ピンＮｏ. 信号名 意味 

１ － Ｎ．Ｃ．  １ － Ｎ．Ｃ 
２ Ｃ．Ｌ カレントループ  ２ － Ｎ．Ｃ 

３ － Ｎ．Ｃ．  ３ ＴＸＤ 送信データ（RS-232C） 

４ － Ｎ．Ｃ．  ４ － Ｎ．Ｃ 

５ Ｃ．Ｌ カレントループ  ５ ＳＧ シグナルグラウンド 

６ － Ｎ．Ｃ  ６ － Ｎ．Ｃ 

７ － Ｎ．Ｃ  ７ ＤＳＲ ﾃﾞｰﾀｾｯﾄﾚﾃﾞｨ（RS-232C） 

８ － Ｎ．Ｃ．  ８ － Ｎ．Ｃ 
９ － Ｎ．Ｃ．  
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 １２．アナログ出力（ＡＤ－８９２２－０６） 
計量機器から受信した計量値の指定桁を電圧に変換して出力します。出力電圧は「０～１Ｖ」と「０．

２～１Ｖ」から選択できます。 

注）ＡＤ－８９２２－０６を装着することにより、外部機器と接続するためのＲＳ－２３２Ｃ部

の仕様が変わるので注意してください。 

 12-1 アナログ出力（ＡＤ－８９２２－０６）の仕様 

付属品  
Ｄｉｎコネクタ（プラグ）（１個）.............. 

調整用ドライバ（１本） 

本取扱説明書（１冊） 

外観図 
 

 

 

 

 

 

 

アナログ出力部（ＡＮＡＬＯＧ ＯＵＴ） 
出力インピーダンス   １００Ω以下 

直線性   ０．３％以下 

出力範囲  ０～１Ｖ.......スライドスイッチが「０Ｖ～」側の時 

 ０．２～１Ｖ.......スライドスイッチが「０．２Ｖ～」側の時 

ＲＳ－２３２Ｃ部 
伝送方式  ＥＩＡ ＲＳ－２３２Ｃ 
伝送形式  調歩同期式（非同期）、双方向、半二重伝送 
信号形式  ボーレート  ６００、１２００、２４００、４８００、９６００、１９２００ｂｐｓ 
 データビット  ７ビット または ８ビット 
 パリティ  ＥＶＥＮ、ＯＤＤ（データ長 ７ビット） 
  ＮＯＮＥ    （データ長 ８ビット） 
 ストップビット １ビット  または  ２ビット 
 使用コード ＡＳＣＩＩ 
 ターミネータ ＜ＣＲ＞または＜ＣＲ＞＜ＬＦ＞ 
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回路 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

計量機器との接続                                外部機器との接続 

Ｄ-ｓｕｂ ９ピン（BALANCE/SCALE）            Ｄｉｎ ８ピン（ANALOG.OUT） 
ピンＮｏ. 信号名 方向 意味  ピンＮｏ. 信号名 方向 意味 

１ － － Ｎ．Ｃ．  １ － － Ｎ．Ｃ． 
２ ＲＸＤ 入 受信データ  ２ ＡＧ － ｱﾅﾛｸﾞｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ

３ ＴＸＤ 出 送信データ  ３ ＴＸＤ 出 送信データ 
４ － － Ｎ．Ｃ．  ４ － － Ｎ．Ｃ． 
５ ＳＧ － ｼｸﾞﾅﾙｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ  ５ ＳＧ － ｼｸﾞﾅﾙｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ

６ ＤＳＲ 入 ﾃﾞｰﾀｾｯﾄﾚﾃﾞｨ  ６ ＤＳＲ 出 ﾃﾞｰﾀｾｯﾄﾚﾃﾞｨ 
７ － － Ｎ．Ｃ．  ７ ＡＯＵＴ 出 アナログ出力

８ － － Ｎ．Ｃ．  ８ ＲＸＤ 入 受信データ 
９ － － Ｎ．Ｃ．  

 （本機をＤＴＥとして書いています。計量機器等

のＤＣＥ機器とはストレートケーブルで接続

します。） 
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  12-2 内部設定 
ＡＤ－８９２２の内部設定 aoutは、ＡＤ－８９２２－０６が接続されている時、選択できます。 

aout アナログ電圧出力 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注意 上位の消えている桁はゼロと見なされます。 
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  12-3 出力電圧の切替 
オプションパネル面のスライドスイッチを切り

替えることにより、出力電圧範囲を変えることが

できます。出荷時は「０Ｖ～」の設定になってい

ます。 

 ・「０Ｖ～」設定（０～１Ｖ）： 

 ゼロ 0.000V フルスケール時 1.000V 

 ・「０．２Ｖ～」設定（０．２～１Ｖ）： 

 ゼロ 0.200V フルスケール時 1.000V 

 

  12-4 出力電圧の微調整 
出力電圧は工場出荷時に調整されています

が、パネル部分の「ZERO」と「SPAN」の

微調整ボリュームにより、電圧計を用いて出

力電圧を微調整することができます。 

 

 

 

 

調整方法 
① ON:OFF キーを押しながら RE-ZERO キーを押します。 

 

② 出力電圧がゼロ点の状態になります。電圧計の指示値が０．

０００Ｖ（スライドスイッチ「０Ｖ～」側の設定）または

０．２００Ｖ（スライドスイッチ「０．２Ｖ～」側の設

定）になるように「ZERO」のボリュームを調整してく

ださい。 

 

③ RE-ZERO キーを押すと、出力電圧１Ｖが発生します。

電圧計の指示値が１．０００Ｖになるように、

「SPAN」のボリュームを調整してください。 

 

④ もう一度 RE-ZERO キーを押すと、②の状態に戻りま

す。正しい出力電圧になるまで②と③を繰り返します。 

 

⑤ CAL キーを押すと終了し、計量表示に戻ります。 
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  12-5 出力電圧が固定となる場合 
以下の場合、出力電圧は固定されます。 

① バー表示、内部設定中など、計量値を表示していない時０Ｖ（または０．２Ｖ）が出力されま

す。 

 

② －Ｅ表示（マイナスオーバ表示）の時、０Ｖ（または０．２Ｖ）が出力されます。 

 

③ Ｅ表示（オーバ表示）の時、１Vが出力されます。 

 

 

１３． アクセサリ（ケーブル一覧） 
① ＡＤ－８９２２、ＡＤ－８９２２－０１、ＡＤ－８９２２－０４、ＡＤ－８９２２－０６と計

量機器の接続ケーブル 

 

表－４  適合機種と必要なもの 

計量機器との接続に必要なもの 

通信ケーブル（長さ2m） 

 

適合機種 
計量機器側の 

オプション 

・AD-8922標準品 
・AD-8922-04、AD-8922-06 
  で接続する場合 

AD-8922-01と接続する場合

GX,GF,GX-K,GF-K,GP,FP, 

AD-4212,GR,HR 
不要(D-sub 25ピン) AX-KO1710-200 

AD-8922-01付属品 

(AX-KO577A-200) 

EK-i,EW-i,FC-i,FC-Si,GH,

HR-i 
不要(D-sub 9ピン) AX-KO2466-200 AX-KO1786-200 

EK-G,EK-H,ET-W,EW-G 
OP-03 (D-sub 25ピン) AX-KO1710-200 

AD-8922-01付属品 

(AX-KO577A-200) 

HV-G,HV-WP,HW-G,HW-WP 不要(Din 7ピン) AX-KO1786-200 AX-KO507-W200 

FG OP-03 (Din 7ピン) AX-KO1786-200 AX-KO507-W200 

FS,FS-KL OP-03 (Din 8ピン) AX-KO1786-200 AX-KO507-W200 

FG-L,FG-M OP-23 (Din 8ピン) AX-KO1786-200 AX-KO507-W200 

※ ＡＤ－８９２２、ＡＤ－８９２２－０１注文時に、接続する計量機器に合ったケーブルを指定

できます。 

 

② ＡＤ－８９２２－０５と計量機器の接続ケーブル 

   ＡＸ－ＫＯ１７８６－２００（ＡＤ－８９２２－０５の標準付属品） 

 

③ ＡＤ－８９２２、ＡＤ－８９２２－０５と外部機器の接続ケーブル 

   パソコンと接続する場合：ＡＸ－ＫＯ１７８６－２００ 

   コンパクトプリンタＡＤ－８１２１Ｂと接続する場合：ＡＸ－ＫＯ４６２－２００ 

 

 


